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実施概要・要点（処分場の工学技術分野） 
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【知見の抽出】 
第2期中期計画として幌延深地層研究計画（幌延：～深度350m）において得られた
処分場の工学技術分野の知見を抽出（⇒成果マップ） 

【成果および課題の評価】 
まとめ群（A2群）の意思決定ポイントにおける達成目標に対する達成度および今後の
課題として現状を整理（⇒成果ダイジェスト，⇒課題ダイジェスト） 

【今後の研究計画への反映】 
各分野における課題ダイジェストから幌延深地層研究計画における今後の課題を整
理（⇒必須の課題） 
 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
地上及び地下施設での設計・施工結果を踏まえた堆積岩における処分場の設計・

施工技術及び長期挙動モデル。 
 





A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
地上及び地下施設での設計・施工結果を踏まえた堆積岩における処分場の
設計・施工技術及び長期挙動モデルを構築。 
 

 

 処分場の設計技術、施工技術の実証 
 低アルカリ性セメントを支保材として施工し、作業性、初期強度発現状況から、処分場

の地下施設建設に使用可能な材料であることを確認した。 

 低アルカリ性セメントをグラウト材料として施工し、その止水性性能を確認した。 

 地下研建設時の計測や解析評価の経験を踏まえた処分場の地下施設の設計・施工管理技
術を取りまとめた。 

 原位置の地質環境を考慮して人工バリア性能確認試験に使用する緩衝材、模擬オーバー
パック、埋め戻し材、プラグを設計し、設計フローの適用性を確認した。 

 H12レポートで提示した処分場概念における処分孔掘削技術、人工バリア設置技術、坑道の埋
め戻し技術を実証することができた。 

 

 長期挙動モデルの検証 
 ニアフィールドの熱ー水ー応力ー化学連成モデル、オーバーパック腐食評価モデル、ベ

ントナイトーセメント相互作用モデル、ベントナイトー鉄相互作用モデルの検証を目的
とした人工バリア性能確認試験、オーバーパック腐食試験を開始した。 

成果ダイジェスト メッセージ案（処分場の工学技術分野） 
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